
 

 

 

●模試って受ける意味ある？  ・・・・・・それな！ 

 意味その１：自分の力を知る    意味その２：場に慣れる   意味その３：本番仕様の問題 GET 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

意味その４：結果から、力を伸ばすヒントを得る 
 

 

 

 

 

 

●「進路の手引」を活用してください！ 

 今年度版の「進路の手引」を今月中に配布します。以下のような内容が記載されています。進路希望実現の

ための情報が満載です。保護者の方にも見ていただきましょう。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

●期末考査に向けて 

 期末考査まで 1 か月を切りました。中間考査の反省はできていますか？うまくいったところと失敗したと

ころをもう一度確認して期末考査に臨みましょう。１学期の成績を左右する大切な試験です。３年生は特に、

悔いの残らないよう早めに準備をしましょう。 

小岩高校 

進路だより 6月号    
2022.6 

・進路選択のヒント 

・学費について 

・入試方法の説明 

・昨年度の指定校推薦一覧（抜粋） 

・説明会等のスケジュール 

・奨学金について 

・就職活動について 

・求人票の見方 

・公務員試験について 

・面接、志望理由書対策シート 

・進路室紹介 

・卒業生の状況、合格体験記 

卒業生からの 

熱いメッセージ 

まだ勉強して

ないし… 

試験は待ってく
れません！試験
に合わせて計画
的に学習を。 

テストなら何回
も受けてるから
大丈夫っしょ。 

大学受験は知らない
人だらけ。周りも本
気！緊張感に負けな

い訓練を。 

いや、赤本
あるし… 

過去問は傾向を知るため
に使おう。予備校などが
本気で作った問題で経験
値 UP↑苦手を潰そう！ 

敵は全国の高校
生。敵との距離
を知る CHANCE☆ 

ヒント？…E 判定し
か出ないから結果は
見たくないよ。 ・D 判定まであと何点か。 

・必要な点数を取るには、どの問題ができればよかったのか。 
・それは、今の力でできそうな問題か、さらなる知識が必要か。 
このように、結果と答案を具体的に分析し、次への課題設定を。 

多くの模試は、全体の約 50％が E判定。 

 



 

 

  日時：７月６日（水） １２時３０分～（予定） 

  場所：４階 視聴覚室  

  持ち物：進路の手引（2022年度・ピンク色）、筆記用具 

  内容：学校推薦型選抜を受験するにあたっての条件や注意事項などの説明 

     「学校研究レポート」用紙の配布（推薦願を受け取るために必要） 

      →第２回推薦説明会（９月１日予定）で提出 

  ※指定校推薦の一覧発表について 

   第１回７月２０日ごろ 

   第２回９月１日   

 

 

 

 

  実施科目：一覧表で配布（６月中旬予定） 

申込締切：７月上旬 

  申込方法：申し込み用紙を１階進路指導室前の提出場所へ 

 

●就職、公務員希望者は何をしたらいいの・・・？ 

  

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●日本学生支援機構（JASSO）予約奨学金  

第２回校内締切  ７月１日（金） 

（スカラネット入力 ６月１日～３０日） 

第 1回推薦説明会のお知らせ 

学校長の推薦が必要な
３年生は 

出席必須！ 

夏期講習のお知らせ 

就職希望者は欠席を最小限に！ 

＜就職活動の流れ＞ 

４月～   総合の時間で就職講座受講 

（１学期間で計９回） 

７月６日～ 求人票閲覧 

夏休み中  会社見学 

９月５日～ 応募 

９月１６日～試験 

公務員試験は対策が命！ 

4月から校内で実施する講習に参加しまし

ょう。 

＜主な試験の申込み時期＞ 

東京都職員（Ⅲ類）6月初頭～ 

東京 23特別区Ⅲ類 6月下旬～ 

東京消防庁消防官Ⅲ類 7月初頭～ 

スタートが早いので要注意！ 

教員研修会（57期連絡会・専門学校研修会）報告 

57期連絡会より（担任団からの話） 

・受験は個人戦でもあり、団体戦でもある。「全員で最後

まで」という雰囲気づくりが大切である。 

・「頑張っている人を邪魔することは、絶対に許されない」

と、繰り返し伝えた。 

・3月下旬になって、上位校の繰り上げ合格が出ることも

ある。最後まで諦めない気力が必要。 

専門学校研修会より（進路業者からの話） 

・専門学校は、自分の求める教育（授業・実習・資格な

ど）が保証されているかを見極める。 

・“率”に騙されないこと。重要なのは、分母が何か。（卒

業者数と分母に不自然な乖離がないかなど） 

・複数の学校を見学すること。イベント以外の通常授業

の見学がおススメ。 


